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平井 盲樹 (放 医 研)
石崎 寛治 (東大 ･好)
マカカ属サ)I,の各塩は,退伝的には相互に柾めて近い
関係にあると考えられる｡生班能力を有する槌間雑種が
生ずること (Chiarelli.1973),血液蛋白変異の税関比
較から推定される一迫伝的距敵が小さいこと く野沢ら,
1974)などがそれを袈付ける｡マカカ属サルの核型は全
ての塩につき擾めて類似している｡染色体分染法の一つ
である｡G-/1ソド法によるバソディソ〆･パターソの
比較でも,種間に顕著な差異は見出されない｡ただし,
1)苅48回,日本迫伝学会大会 (1976.10.大阪大学)
で苑鼓した｡
-44-I
1) 変異部門,野沢教授との共同研究｡
2) 現在は京大 ･放生研センター｡
